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「田舎で働き隊！」20名が上勝を訪れました。 「田舎で働き隊！」20名が上勝を訪れました。 
3月24日～28日に 3月24日～28日に 
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夢
と
希
望
に
向
か
っ
て 

　
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

卒
業
、卒
園

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
皆
さ
ん
を
こ
こ
ま
で
育
て
て

く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、自
分
の
信
じ
る

道
を
歩
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
十
二
名
の
卒
業
生
一
人
ひ
と

り
の
前
途
に
幸
多
か
れ
と
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

校
長
　
土
佐
　
敏
彰 

　
ご
卒
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
四
月
か
ら
は
小
学
生
で
す
ね
。

健
康
に
気
を
付
け
て
勉
強
や
運

動
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

　
小
学
校
で
も
み
ん
な
と
な
か

よ
く
遊
ぼ
う
ね
。 

 

園
長
　
大
久
保
康
昭 

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
卒
業
を 

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生

か
し
夢
や
希
望
に
向
か
い
い
ろ

ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

校
長
　
大
久
保
康
昭 

 

　
ご
卒
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
た
く
さ
ん
の
方
に
見
守
ら
れ
、

す
く
す
く
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
。 

　
人
生
の
礎
と
な
る
こ
の
時
期

を
、大
切
に
大
切
に
育
て
ら
れ
た

こ
と
は
、こ
れ
か
ら
伸
び
る
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。 

　
大
き
く
育
っ
て
く
だ
さ
い
。応

援
し
て
い
ま
す
。 

園
長
　
高
橋
小
枝
子 

上勝中学校卒業証書授与式 上勝小学校卒業証書授与式 

上勝幼稚園卒園式 彩保育園卒園式 

3/13

3/18

3/17

3/26

 

 

傍
示
１
Ｑ
運
動
会
視
察
報
告 

傍
示
１
Ｑ
運
動
会
視
察
報
告 

　
去
る
、
二
月
十
七
日（
火
）〜
十
八
日（
水
）

の
二
日
間
傍
示
１
Ｑ
運
動
会
委
員
四
名
で
、

住
民
自
ら
が
株
式
会
社
を
つ
く
り
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
愛
媛
県
上
島
町

弓
削
島（
ゆ
げ
じ
ま
）へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
朝
六
時
に
傍
示
を
出
発
片
道

約
五
時
間
、
途
中
フ
ェ
リ
ー
に
も
乗
っ
て

目
的
地
の
弓
削
島
に
到
着
し
ま
し
た
。 

　
到
着
後
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
活
性

化
策
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
松
下
政

経
塾
出
身
で
二
〇
〇
八
年
五
月
に
家
族
で

弓
削
島
に
移
住
し
た
兼
頭
一
司（
か
ね
と
う

か
ず
し
）氏
と
以
前
か
ら
こ
の
島
の
住
民
で

主
婦
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

を
し
て
い
る
村
上
律
子
氏
に
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
、
島
中
を
案
内
し
て
も
ら
っ

た
上
、
活
動
の
拠
点
と
も
な
っ
て
い
る「
し

ま
で
カ
フ
ェ
」で
色
々
な
お
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
上
島
町
は
、
平
成
十
六
年
十
月
、
弓
削

町
・
生
名
村
・
岩
城
村
・
魚
島
村
の
四
町

村
が
合
併
、
人
口
は
約
七
八
〇
〇
人
、
六

十
五
歳
以
上
が
四
割
近
く
を
占
め
る
町
で
、

今
回
伺
っ
た
弓
削
地
区
は
、
お
よ
そ
人
口

三
八
〇
〇
人
で
し
た
。
そ
の
地
区
で
は
以

前
か
ら
女
性
の
グ
ル
ー
プ
が
五
〇
組
近
く

も
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的
な
活
動
を
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
活
動
の
中
で
島

の
暮
ら
し
を
再
点
検
し「
野
鳥
」「
民
俗
誌
」

「
樹
木
」等
色
々
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
資
料

集
を
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
て
い
た
と
言
う

こ
と
で
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
弓
削

島
の「
摘
み
菜
」を
ま
と
め
た
後
、
郷
土
料

理
へ
の
関
心
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
産
直

市
・
特
産
品
づ
く
り
・
地
元
の
学
校
給
食

へ
の
食
材
供
給
、
等
の
活
動
に
つ
な
が
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
ま
た
、
兼
頭
さ
ん
や
村
上
さ
ん
は
、「
行

政
の
補
助
金
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
き
ち

ん
と
利
益
を
上
げ
て
長
く
続
け
ら
れ
る
活

動
」を
目
指
し
て
、「
住
民
一
丸
と
な
っ
た

会
社
を
つ
く
り
、
島
の
活
性
化
を
」と
一
株

一
万
円
の
出
資
を
呼
び
か
け
、
資
本
金
一

〇
八
五
万
円
を
集
め
、
株
式
会
社
を
設
立
、

町
役
場
近
く
に「
し
ま
で
カ
フ
ェ
」を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
、
店
員
も
食
材
も
地
産
地
消
で

提
供
し
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。
我
々
も
、

二
日
間
ラ
ン
チ
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

味
も
美
味
し
く
見
か
け
も
美
し
く
、
そ
し

て
、
一
日
五
食
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
出

し
方
の
ア
イ
デ
ア
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で

感
動
し
な
が
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
店
は
島
民
の
交
流
拠
点
で
も
あ
り
、

今
後
、
島
の
資
源
を
活
か
し
た
土
産
品
の

開
発
、
独
居
老
人
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
「
島
民
の
、
島
民
に
よ
る
、
島
民
の
た

め
の
」
あ
ら
た
な
取
り
組
み
が
は
じ
ま
る

場
所
に
な
れ
ば
、
と
い
う
夢
の
あ
る
お
話

も
伺
い
ま
し
た
。 

　
傍
示
１
Ｑ
運
動
会
に
と
っ
て
は
、
い
つ

も
話
し
合
い
に
出
て
く
る「
や
り
た
い
こ
と
」

を
既
に
実
現
さ
せ
て
い
る
人
々
が
居
て
今

後
の
活
動
に
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

　
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
熱
心
に
島
へ
の

思
い
を
語
っ
て
下
さ
っ
た
弓
削
の
皆
さ
ん

に
我
々
も
負
け
な
い
よ
う
今
後
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
話
し
な
が
ら
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。 

▲兼頭氏から説明を受ける1Q委員 

▲しまでカフェの前で 
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1年間お世話になりました。 

　
三
月
十
二
日
に
、
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達

式
が
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら

は
田
中
嘉
吉
氏
が
昭
和
五
十
五
年
一
月
か

ら
町
議
会
議
員
と
し
て
通
算
十
六
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
、
昭
和

六
十
三
年
一
月
か
ら
町
議
会
副
議
長
を
二

年
、
平
成
四
年
一
月
か
ら
二
年
は
町
議
会

議
長
を
務
め
ら
れ
た
功
績（
地
方
自
治
功
労
）

を
称
え
ら
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
旭
日

単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
回
受
章
し
た
高
齢
者
叙
勲
は
、
国
家

又
は
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
っ
た
方
が
春

秋
叙
勲
に
よ
り
い
ま
だ
叙
勲
さ
れ
て
い
な

い
功
労
者
の
う
ち
八
十
八
歳
に
な
っ
た
方

を
春
秋
叙
勲
と
は
別
に
叙
勲
す
る
も
の
で
、

各
省
庁
の
大
臣
等
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に

候
補
者
が
推
薦
さ
れ
、
賞
勲
局
で
審
査
を

行
い
、
閣
議
決
定
の
上
、
裁
可
を
得
て
発

令
さ
れ
る
叙
勲
で
す
。 

 

高齢者叙勲の伝達について 

▲飯泉知事より表彰状を受け取る田中さん 

▲高丸山山頂にて 

▲柿の収穫作業 

　この１年、本当に人に恵まれました。何かやろう

とすると協力してくれる人がいたり、進路のことな

ど、沢山の人に色々相談に乗ってもらいました。協

力隊という立場もあるとは思いますが、上勝のあっ

たかい雰囲気がそうさせてるんだなぁと思います。

大勢の人にお世話になって濃い１年を過ごせました。

本当にありがとうございました。 

　私は４月からも上勝にいることになりましたので、

これからもよろしくお願いします。どっかで見たら

また声を掛けてください。 

櫻井麻里枝 

　上勝に来て早１年。協力隊としての活動を終

える時期となりました。上勝では彩やお茶摘み、

柑橘類の収穫など今まで体験したことの無い事

を沢山経験しました。そして、人の温かさ、優

しさに触れ心温まる１年間を過ごすことが出来

ました。 

　地元に帰ってもこの１年の体験を大きな武器

とし、過ごしていけると思います。 

　最高の１年をありがとうございました。 

原田　裕子 

緑の協力隊 

5

集落巡回啓発セミナーを実施しました！ 集落巡回啓発セミナーを実施しました！ 

　上勝町とマイクロソフト株式会社が締結した

覚書に基づいた取り組みのひとつとして、集落

巡回啓発セミナーを実施しました。 

　このセミナーは、パソコンは楽しみが増える

道具として位置付け、インターネットを使って

一体どのようなことができるのかということに

限定して、理解を深めてもらう場として実施い

たしました。 

　セミナーの講師として株式会社100ボルト

の妹尾孝之介さんに講義形式で行っていただき、

運営には町よりＩＣＴリーダーに任命している

山田武志さん、滑川里香さんにもお手伝いして

いただきました。 

　平成21年2月20、21日、3月13日の計

3日間にかけて、町内の集会所　計6箇所で実

施し、延べ67人の参加者がありました。 

　今後も集会所単位でのセミナー、勉強会の回

数を増やしていきたいと考えていますので、お

気軽にご参加ください。 

　こんな内容のセミナーや勉強会をしてほしい

という要望も随時受け付けていますので、ご遠

慮なく役場総務課までお問い合わせください。 

 
▲セミナーの様子 

▲熱心に聞き入る参加者 

上
勝
町
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た 

平
成
二
十
年
度 

�
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
三
月
二
十
三
日
に
上
勝
町

役
場
本
庁
に
て
、
平
成
二
十

年
度
上
勝
町
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
振
興
、

森
林
農
地
の
適
正
化
、
消
防
・

防
災
事
業
の
充
実
、
教
育
の

振
興
及
び
看
護
師
養
成
奨
励

事
業
の
た
め
多
額
の
金
員
を

い
た
だ
い
た
方
（々
団
体
含
む
）

に
、
町
長
よ
り
善
行
表
彰
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
も
本

町
発
展
の
た
め
に
ご 

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
授
与
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

    

上
勝
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く

表
彰
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

〈
善
行
表
彰
〉 

下
　
坂
　
　
　
登
（
徳
島
市
） 

石
　
川
　
誠
一
郎
（
正
　
木
） 

新
　
開
　
智
　
志
（
正
　
木
） 

美
　
馬
　
健
　
二
（
福
　
原
） 

楠
　
本
　
　
　
潔
（
福
　
原
） 

福
　
田
　
嘉
　
彦
（
正
　
木
） 

中
　
山
　
泰
　
行
（
北
島
町
） 

松
　
浦
　
照
　
枝
（
正
　
木
） 

寺
　
西
　
重
　
築
（
　
旭
　
） 
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補助率又は補助限度額 

旅費100%以内（受講料含む）又は実

技指導者等の賃金等に要する経費の

50%以内 

当該経費の100%以内  但し、他に補

助ある場合は補助残の100%以内 

 

報酬又は基本給与の50%以内（限度

額300万円） 

当該経費の100%以内 

 

 

①住居新築祝い金 

当初固定資産税額 

100,000円未満を納付した場合は 一律100,000円 

100,000円以上を納付した場合は 一律200,000円 

②中古住宅購入補助は　一律200,000円 

③住宅改修助成金は住宅改修に要した経

費の10%以内（限度額200,000円) 

（②及び③はＩ・Ｕターン者に限る。） 

国、県等の補助残の50%以内 

(限度額30万円) 

補助残の50%以内。但し、事例１につ

いては100%以内 

当該経費の100%以内(1,2,3は年間

限度額30万円、4は限度額100万円) 

 

 

 

当該経費の100%以内(年間限度額

20万円) 

認定農業者　苗木購入費の８０％以内

その他　苗木購入費の５０％以内 

 

 

導入費の30%以内又は５０万円のど

ちらか低い額 

 

認定農業者　苗木購入費の８０％以内

その他　苗木購入費の５０％以内 

 

 

 

転入支度金として１世帯につき３０万円 

所管課等 

 

 

 

産 業 課  

 

 

 

 

 

教育委員会 

 

 

 

 

産 業 課  

 

 

 

 

教育委員会 

産 業 課  

産 業 課  

教育委員会・産業課 

 

 

産 業 課  

 

 

教育委員会 

産 業 課  

 

 

 

 

 

産 業 課  

 

 

 

 

 

 

住 民 課  

具 体 的 事 例 

1. 地場産業の後継者育成のための技術・事務研修 

 

 

2. 地場産業の経営向上のための能力開発等の研修 

 

 

3. 第三セクターが役職員、幹部職員候補として人材を確保・

育成するための経費 

1. 上勝町の地質、地形、産業、文化の学習活動 

2. 小、中、高生を対象とした、上勝より通勤できる範囲の

優良企業見学 

1. 45歳以下の男女であって、上勝町内に5年以上継続し

居住することを前提として、住居の新築及び中古住宅

を購入若しくは改修を行った者に対する祝い金並びに

助成金（納屋等であっても、住居のための改修は対象

とする） 

 

 

 

1. 青少年婦人海外研修 

2. 農林水産業の海外研修 

1.（財）電源地域振興センター研修事業 

2. 全国各地で行われるセミナーやシンポジウム 

1. 地域特産品の開発研究(土産品、特産品の講師等の経費) 

2. 地域づくり、町づくりを推進するための講師等の経費 

3. 地域開発のための調査、研究グループに対する助成事業 

4. 地域産業の活性化のための研究開発、実証試験、モデ

ル的な取組等に必要な経費 

1. 上勝町内で行われる国際、国内交流事業 

2. 県内外で行われる国際、国内交流事業 

1. 新植・改植・補植のため多年生の彩苗木等購入に要す

る経費に対しての助成。 

同じ品目への助成は年度中に１度とする。 

 

2. 農業生産に取組むための機械、施設整備（中古品も可）

等に要する経費に対しての助成事業 

（経営改善計画を提出し認定を受ける必要がある） 

3. 新植・改植・補植のため町奨励品種の香酸柑橘苗木を購入 

町奨励品種については、　�すだち（本田系、徳島１号、

その他）�ゆず（木頭７号、山根、その他）�ゆこう　と

する。その他については、町が奨励品種と認めるもの

とする。 

1. 全国公募より募集し、町内に転入して来た児童等を有

する世帯に助成する。 

助成を希望される方は、 
　事前に役場担当課までお問い合わせください。 
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上勝町人材育成事業 
 

地 場 産 業 活 性 化  

人材確保・育成事業 

 

 

 

 

 

 

若 者 定 住 人 材  

確 保 ・ 育 成 事 業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海 外 研 修 事 業  

 

国 内 研 修 事 業  

 

地域活性化研究事業 

 

 

 

 

国際・国内交流事業 

 

彩 農業等育成事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 勝 町 児 童 等  

転 入 支 度 金 事 業  

対 象 経 費 の 内 容 

①地場産業の活性化に必要な人材育成で、旅

費及び実技指導者等の賃金等に要する経費 

 

②地場産業の活性化のための人材育成研修・

講習等の講師に要する経費　 

　（数社が共催するときは、代表者が申請する） 

③第三セクターが人材の確保育成に要する経

費 

　①若者の定住化を図るための町内外の見学

及び研修に要する経費 

 

②若者の定住のための住居新築に対する祝い

金並びに中古住宅を購入若しくは改修した場

合の助成金 

 

 

 

 

 

国、県及び関係機関や団体の主催する海外研修

制度や、視察団等に参加する経費1回4名以内 

産業等の国内研修に要する経費1回2名以内 

 

地域の活性化を図るための研究開発事業で、計

画的に行うもの 

 

 

 

①国際交流事業に要する経費 

②国内交流事業に要する経費 

①彩苗木導入に要する経費 

 

 

 

②他業種等からの参入者で新規認定農業者の

認定を受けた者のうち、その計画の達成に必

要な機械、施設整備等の経費 

③香酸柑橘苗木購入に要する経費 

 

 

 

 

上勝町内に引っ越すための支度に要する経費 

 

研修期間又は条件 

2日以上 

 

 

1回以上 

 

 

1年間 

 

1日以上 

 

 

同一世帯１回限り 

 

 

 

 

 

 

 

1週間以上 

 

2日以上 

 

年間3回以上 

 

 

 

 

1日以上 

 

事業費（苗木等購入費）2万円

以上が対象 

JA東とくしま上勝支所購買課

を通して実施すること 

事業費30万円以上が対象 

 

 

国・県等補助事業の採択に満

たない場合であって、20本以

上の植え付けを実施 

JA東とくしま上勝支所を経由

すること 

上勝町へ住民票が転入された

とき 

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 

 

（4） 

 

（5） 

 

 

 

 

（6） 

 

（7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8） 

事 業 名 

備考：（1）の①と③、（3）、（4）の補助対象年齢は、50歳以下とする。但し、町長が特に必要と認めた時は、変更することができる。 



さ
わ
や
か
な
季
節
到
来
！ 

運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
！ 

万
全
な
準
備
で 

　
安
全
な
運
動
を
！ 

8上勝町無料電話健康相談 �0120－24ー8174
フリーダイヤル 24時間 や ま い な し  

知
っ
て
得
す
る

健
康
情
報 

健
康
の
達
人
に
な
ろ
う 

美
　
摩
　
ひ
　
ろ 
○ 132

油
と
健
康
の
関
係
に
つ
い
て 

　
油
と
い
う
と
、
健
康
や
ダ
イ
エ

ッ
ト
の
敵
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
実
際
、
と
り
す
ぎ
る
と
カ

ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
り
や
す
く

肥
満
や
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
し
か
し
、
油
は
本
来
健

康
維
持
に
か
か
せ
な
い
三
大
栄
養

素（
炭
水
化
物
、
蛋
白
質
、
脂
質
）

の
一
つ
。
身
体
を
つ
く
る
成
分
で

あ
り
、
ホ
ル
モ
ン
の
原
材
料
で
も

あ
る
た
め
、
全
く
と
ら
な
い
の
は

逆
に
調
子
を
崩
す
元
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
油
と
う
ま
く
付
き
合
う
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
？ 

 

　
油
は
食
品
の
中
で
は
脂
肪
酸
と

い
う
形
で
存
在
し
て
い
て
、
そ
の

お
お
も
と
の
炭
素
・
水
素
の
結
び

つ
き
の
違
い
に
よ
っ
て
微
妙
に
味

や
性
質
が
異
な
り
ま
す
。
次
の
４

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。 

①
ｎ
│
３
系
脂
肪
酸（
Ｄ
Ｈ
Ａ
、
Ｅ

Ｐ
Ａ
、リ
ノ
レ
ン
酸
）…
Ｄ
Ｈ
Ａ

（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）や
Ｅ
Ｐ

Ａ（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）

は
サ
ン
マ
や
サ
バ
な
ど
青
魚
に
、

リ
ノ
レ
ン
酸
は
エ
ゴ
マ
油
に
多 

    

く
含
ま
れ
る
。 

②
ｎ
│

６
系
脂
肪
酸
（
リ
ノ
ー 

ル
酸
）…
大
豆
油
、
コ
ー
ン
油
、

ゴ
マ
油
な
ど
植
物
油
に
多
く
含

ま
れ
る
。 

  

③
オ
レ
イ
ン
酸
…
オ
リ
ー
ブ
油
、

な
た
ね
油
に
多
い
。
酸
化
さ
れ

に
く
く
動
脈
硬
化
を
お
さ
え
る
。 

  

④
飽
和
脂
肪
酸
…
肉
や
バ
タ
ー
、

チ
ー
ズ
に
多
い
。
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
増
や

す
。 

    

　
と
く
に
必
要
な
の
が
①
ｎ
│
３

系
脂
肪
酸
と
②
ｎ
│
６
系
脂
肪
酸
。

別
名
、
必
須
脂
肪
酸
。
こ
の
ふ
た

つ
は
体
の
中
で
造
り
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
食
物
か
ら
と
ら
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
不
足
す
る

と
、
頭
痛
、
体
力
が
落
ち
て
つ
か

れ
や
す
い
、
皮
膚
が
か
さ
か
さ
に

な
る
と
い
っ
た
症
状
が
で
て
き
ま

す
。
た
だ
、
①
ｎ
│
３
系
脂
肪
酸

と
②
ｎ
│
６
系
脂
肪
酸
は
、
ど
ち

ら
か
と
り
す
ぎ
る
と
も
う
片
方
は

体
内
で
う
ま
く
利
用
で
き
な
い
と

い
う
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
普

段
の
食
生
活
で
は
、
揚
げ
物
や
炒

め
物
に
植
物
油（
ｎ
│
６
系
脂
肪
酸
）

が
多
く
使
わ
れ
る
た
め
、
簡
単
に

と
り
が
ち
。
そ
の
結
果
、
せ
っ
か

く
青
魚（
ｎ
│
３
系
脂
肪
酸
）を
と

っ
て
も
そ
の
活
躍
が
十
分
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
植
物
油
か
ら
は
プ

ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
と
い
う
炎
症

や
ア
レ
ル
ギ
ー
と
の
関
係
が
強
い

物
質
が
作
ら
れ
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ

ー
体
質
の
方
に
は
要
注
意
で
す
。 

　
一
方
、
青
魚
に
多
く
含
ま
れ

る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
は
、
ほ

か
の
脂
肪
酸
よ
り
も
燃
焼
さ
れ

や
す
く
、
皮
下
脂
肪
と
し
て
蓄

積
さ
れ
に
く
い
、
つ
ま
り
太
り

に
く
い
体
を
手
に
入
れ
る
た
め

に
非
常
に
有
効
で
す
。
脳
の
発

達
や
機
能
に
も
関
与
し
ま
す
。 

 

　
最
近
で
は
市
販
の
油
に「
リ

ノ
ー
ル
酸
」や「
オ
レ
イ
ン
酸
」

と
い
っ
た
表
示
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
ご
自
分
の

台
所
の
油
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 
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保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

上勝町診療所の

歯の健康相談

4月16日� 
時間　9：30〜11：30まで 
4月21日� 

時間　13：30〜15：30まで 
※歯科衛生士による歯やお口の相談です。 

　
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
に
は
、
体

を
動
か
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
本
当
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の

軽
い
運
動
が
よ
い
の
で
す
が
、
忙

し
い
と
か
、
仕
事
で
動
い
て
い
る

と
か
、
照
れ
く
さ
い
と
か
で
、
運

動
を
し
て
い
な
い
人
も
あ
る
で
し

ょ
う
。 

　
さ
わ
や
か
で
気
持
ち
の
良
い
こ

の
季
節
に
、
あ
な
た
も
運
動
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

      

         

　
せ
っ
か
く
始
め
た
運
動
を
長
く

続
け
、
習
慣
に
す
る
た
め
に
は
生

活
や
体
力
に
応
じ
た
運
動
を
す
る

と
と
も
に
、
安
全
に
行
う
た
め
の

準
備
や
工
夫
が
必
要
で
す
。 

 

安
全
に
運
動
を
行
う
た
め
の 

六
か
条 

　
急
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
た
ら
、

足
が
け
い
れ
ん
し
た
…
、
雨
の
降

る
中
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
足
を
滑

ら
せ
て
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
…

な
ど
、
無
用
心
に
体
を
動
か
す
と

思
わ
ぬ
ケ
ガ
や
事
故
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
な
く

安
全
に
運
動
習
慣
を
継
続
さ
せ
る

た
め
、
以
下
の
六
か
条
を
守
り
ま

し
ょ
う
。 

 

膝
痛
・
腰
痛
な
ど
が
あ
る
人

は
主
治
医
な
ど
と
相
談
し

て
か
ら 

　
膝
痛
や
腰
痛
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
運
動
を
始
め
る
前
に
主
治
医

や
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
の
専
門

家
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

運
動
中
や
運
動
後
に
強
い
痛
み
や

不
調
が
発
生
す
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
中
止
し
ま
し
ょ
う
。 

       

 

血
圧
の
高
い
人
は
血
圧
チ
ェ

ッ
ク
を 

　
血
圧
は
ぐ
っ
と
力
を
い
れ
る
と

き
に
急
激
に
上
昇
を
し
ま
す
。
血

圧
の
高
い
人
は
、
運
動
を
行
う
際

に
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
運

動
前
に
血
圧
と
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
運

動
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。 

 

運
動
の
量
や
強
度
は
体
調

に
合
わ
せ
て 

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
き
に
激
し

い
運
動
を
す
る
と
、
さ
ら
に
体
調

を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
日
の
体
調
を
も
と

に
、
運
動
の
強
度
の
調
整
や
運
動

の
中
止
な
ど
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

脱
水
や
熱
中
症
に
は
要
注
意 

　
と
く
に
夏
場
の
屋
外
や
気
温
の

高
い
場
所
で
運
動
す
る
場
合
、
脱

水
や
熱
中
症
に
か
か
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
運
動
中
で
も
水
分
補

給
を
し
、
運
動
後
に
も
た
っ
ぷ
り

と
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

 

動
き
や
す
く
、気
候
に
合
わ

せ
た
服
装
で 

　
服
装
は
気
候
に
合
わ
せ
、
体
が

楽
に
自
由
に
動
か
せ
る
も
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
靴
は
膝
や
足
の
関

節
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
ス
ポ
ー

ツ
シ
ュ
ー
ズ
が
お
勧
め
で
す
。 

 

         

準
備
運
動
・
整
理
運
動
を

行
う 

　
準
備
運
動
は
事
故
の
予
防
に
、

整
理
運
動
は
疲
労
の
軽
減
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。 

12

345

6貯
筋
教
室
・ 

運
動
教
室
は
、 

今
月
は
お
休
み
で
す
。 
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案 内 板

上 勝 町 長 選 挙 
■
投
票
日
　
四
月
十
二
日（
日
） 

■
投
票
時
間
　
七
時
〜
二
十
時 

 

　
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
四
日

任
期
満
了
に
伴
う
上
勝
町
長
選
挙

は
、
四
月
七
日
に
告
示
し
、
四
月

十
二
日
に
投
開
票
を
行
い
ま
す
。 

 

■
こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
人 

�
平
成
元
年
四
月
十
三
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人 

�
平
成
二
十
一
年
一
月
六
日
以
前

か
ら
引
き
続
い
て
上
勝
町
内
に

住
所
を
有
し
て
お
り
、
公
職
選

挙
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
欠
格

事
項
に
該
当
し
な
い
人 

 

■
期
日
前
投
票 

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、出

産
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
投
票

所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、期
日

前
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

�
期
　
間 

四
月
八
日（
水
）か
ら 

四
月
十
一
日（
土
）ま
で 

�
場
所
及
び
時
間 

上
勝
町
役
場
本
庁 

八
時
三
十
分
〜
二
十
時
ま
で 

■
不
在
者
投
票 

�
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票 

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
病

院
・
施
設
等
に
入
院（
入
所
）し
て

い
る
方
は
、
院
長
等
に
申
し
出
る

と
そ
の
病
院
等
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

�
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

は
郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
不

在
者
投
票
が
で
き
る
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

①
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
一
定
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
方
。 

②
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要

介
護
五
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
。 

　
な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、
そ
の

証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
等
の

請
求
を
投
票
日
前
四
日（
四
月
八

日（
水
））ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
代
理
記
載
制
度
も
あ
り

ま
す
が
こ
れ
ら
の
申
請
に
は
日
数

を
要
し
ま
す
の
で
お
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
入
場
券 

　
入
場
券
は
、
四
月
八
日
以
降
に

送
付
し
ま
す
。（
間
違
い
は
な
い

か
早
め
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

入
場
券
を
な
く
し
た
方
も
投
票
日

当
日
、
選
挙
権
を
有
し
て
い
れ
ば

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
受

付
で
そ
の
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。 

 

■
投
票
場
所 

�
正
木
投
票
区 

　
　
高
鉾
公
民
館 

�
傍
示
投
票
区 

　
　
傍
示
定
住
セ
ン
タ
ー 

�
福
原
投
票
区 

　
　
福
原
多
目
的
集
会
所 

　
　（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

�
生
実
投
票
区 

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　 

�
旭
投
票
区 

　
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー 

 

■
開
　
　
票
（
即
日
開
票
）

 

�
日
　
　
時
　
四
月
十
二
日（
日
） 

　
　
　
　
　
　
二
十
一
時
十
五
分 

�
場
　
　
所 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
■
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
上
勝
町
選
挙
管
理
委
員
会 

■
期
　
間
　 

四
月
六
日（
月
）〜
四
月
十
五

日（
水
）ま
で
の
十
日
間 

 

■
運
動
の
基
本 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止 

 

■
運
動
の
重
点 

�
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

�
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

�
飲
酒
運
転
の
根
絶 

�
夜
間
の
交
通
事
故
防
止 

 

　
交
通
安
全
意
識
を
チ
ェ
ッ

ク
し
心
と
時
間
に
余
裕
を
持

っ
て
、
安
全
運
動
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

 

春
の 

全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動 

春
の 

全
国
交
通
安
全
運
動 

人 事 異 動  

平成21年度 
町村職員採用統一試験の実施について（お知らせ） 

 

　
異
　
動 平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
付 

※（
　
）は
前
任 

 《
本
　
庁
》 

 

�
住
民
課
長
兼
支
所
長 

桑
原
　
波
枝（
住
民
課
長
） 

 

�
建
設
課
長 

長
岡
　
政
司（
税
務
課
長
） 

 

�
総
務
課
長
兼
税
務
課
長 

花
本
　
　
靖（
総
務
課
長
） 

 

�
税
務
課
係
長 

傍
示
　
佳
孝（
住
民
課
係
長
） 

 

�
住
民
課
係
長 

多
田
　
光
利（
建
設
課
係
長
） 

 

�
建
設
課
係
長 

久
保
　
昌
弘（
税
務
課
係
長
） 

 

�
建
設
課
係
長 

笹
尾
　
高
七（
税
務
課
係
長
） 

 

�
建
設
課
事
務
主
任 

佐
々
木
紀
之（
税
務
課
事
務
主
任
） 

 

�
建
設
課
主
事
補 

谷
崎
　
香
里（
建
設
課
環
境
管
理
員
） 

�
産
業
課
主
事
補 

新
居
真
季
子（
新
規
採
用
） 

 �
建
設
課
主
事
補 

松
本
　
和
訓（
新
規
採
用
） 

 《
上
勝
診
療
所
・
福
原
診
療
所
》 

 

�
上
勝
診
療
所
長 

　
兼
福
原
診
療
所
長 

鳥
海
　
進
一 

 

�
上
勝
診
療
所
看
護
師 

　
兼
福
原
診
療
所
看
護
師 

金
児
　
由
華（
新
規
採
用
） 

  

　
退
　
職 

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付 

 

平
岡
　
友
一 

（
参
事
兼
支
所
長 

　兼
教
育
委
員
会
事
務
局
長
） 

 

阪
野
　
春
樹（
建
設
課
長
） 

 

吉
村
　
尚
美（
保
健
師
） 

 

森
　
　
敬
子 

（
上
勝
診
療
所
長 

　兼
福
原
診
療
所
長
） 

　
二
〇
〇
七
年
四
月
か
ら
二
年
間
、

上
勝
町
診
療
所
な
ら
び
に
福
原
診

療
所
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
に
で
き
る
精
一
杯
を
し
た
つ

も
り
で
す
が
、
力
不
足
も
多
々
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
期

待
に
必
ず
し
も
添
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
上
勝
町
で
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に„
病
気

だ
け
で
は
な
く
人
を
み
る
こ
と
“、

医
学
的
に
正
し
い
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
人
の
人
生
や
地
域
社

会
・
家
庭
も
視
野
に
入
れ
て
最
善

の
選
択
を
し
て
い
く
こ
と
、
を
学

べ
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
上
勝
町
で
の
経
験
を

糧
に
向
上
心
を
忘
れ
ず
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

退
任
の
あ
い
さ
つ 

森
　
　
敬
　
子 

　上勝町では、今秋に行われる町村職員採用試

験を実施し、次の職員採用を予定しております。 

■一般事務　2名（大学卒業程度） 

■保 健 師　1名 



募 集 種 目 
 
 

一般・技術 
 
 
 
 

歯科・薬剤 

資　　　　　格 
 
 
22歳以上26歳未満 
22歳未満の者は大卒（見込含） 
 
 
専門の大卒（見込含） 
20歳以上30歳未満 
薬剤は26歳未満 
薬学修士学位取得者は28歳未満 

受 付 期 間 
 
 
4月1日（水） 
～5月12日（火） 
 
 
 
4月1日（水） 
～5月12日（火） 

試　　験　　日 
 
1次：5月16日（土）・17日（日） 
　　　（17日は飛行要員のみ） 
2次：6月16日（火）～18日（木） 
3次：2次試験合格者のみ行います。 
 

1次：5月16日（土） 
2次：6月16日（火）～18日（木） 
3次：2次試験合格者のみ行います。 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生 

時　　間 
  9:15～  9:25 
  9:35～  9:45 
  9:55～10:05 
10:10～10:15 
10:20～10:40 
10:45～10:50 
10:55～11:15 
11:30～11:35 
11:45～11:55 
13:10～13:25 
13:35～13:50 
14:00～14:05 
14:15～14:25 
14:35～14:40 
14:50～15:00

 
八 重 地  
市 　 宇  
菅 　 蔵  
神 　 明  
堂 　 平  
下 　 野  
ながとろ通り 
杉 　 地  
喰 　 田  
福原平間  
日 ノ 浦  
戸 　 越  
高 　 畑  
府 　 殿  
樫 　 原  

 
集会所前 
田野宅前 
西浦橋 
東岡宅前 
堂平橋（集落センターへの橋） 
権太橋バス停 
井上宅前東 
笹山宅上がり口 
森本宅前 
亀橋 
大杉荘前 
上勝中学校上 
瀬津会館上 
梅塚宅前 
廣岡宅前 

巡　　回　　場　　所 

４
月
７
日（
火
） 
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平成２１年度　有償ボランティアタクシー会員 
登録手続きおよび電話番号について（お知らせ） 

 　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
ク
シ
ー
を

ご
利
用
に
な
ら
れ
る
方
は
、
会
員

登
録
手
続
き
を
、
次
の
場
所
で
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
持
参
の
う

え
お
願
い
致
し
ま
す
。（
申
請
者
年

会
費
一
、
〇
〇
〇
円
、
家
族
会
員
は

一
人
当
た
り
年
会
費
二
〇
〇
円
と

な
り
ま
す
。） 

 
�
ひ
だ
ま
り 

�
上
勝
町
役
場
支
所 

�
社
会
福
祉
協
議
会 

�
タ
ク
シ
ー
利
用
時
の
運
転
手 

 

　
ご
利
用
の
連
絡
先
に
つ
い
て
は
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
ク
シ
ー
専
用

携
帯
電
話
と
な
り
ま
す
。 

�
携
帯
番
号 

〇
九
〇
―
七
六
二
七
―
四
四
五
五 

 

　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
も

随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

�
�
四
四
―
六
〇
八
〇 

�
Ｉ
Ｐ
電
話 

〇
五
〇
―
三
四
三
八
―
九
五
四
五 

愛 犬 家 の 皆 様 へ 
　
平
成
二
十
一
年
度
の
犬
の
登
録

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い

て
四
月
六
日（
月
）〜
七
日（
火
）
、

次
の
通
り
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。 

 

■
登
録
料（
新
規
登
録
犬
の
み
） 

　
三
、〇
〇
〇
円 

■
注
射
料 

　
三
、〇
〇
〇
円 

 

生
後
九
十
一
日
以
上
の

犬
が
対
象
で
す
。 

 

�
原
簿
へ
の
記
入
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
、

お
送
り
し
て
あ
る
案
内
葉
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い（
新
規
登
録
者
除

く
）。 

�
で
き
る
だ
け
、お
釣
り
の
い
ら
な
い

よ
う
お
持
ち
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

�
多
少
時
間
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
　
な
お
、当
日
注
射
が
で
き
な
い

方
に
つ
い
て
は
、五
月
十
日（
日
）補

正
注
射
に
お
い
て
、登
録
や
注
射

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
住
民
課 

時　　間 
  9:00～  9:30 
  9:40～  9:50 
  9:55～10:05 
10:15～10:25 
10:40～10:45 
10:55～11:25 
11:40～11:45 
13:00～13:20 
13:25～13:30 
13:40～13:55 
14:00～14:10 
14:15～14:20 
14:35～14:40 
14:55～15:00

 
福 　 川  
南 　 岡  
六 十 ブ  
槻 　 地  
南 　 岡  
正木平間  
柳 　 谷  
下 　 地  
中 　 央  
折 　 坂  
折 　 坂  
若 　 生  
下 　 平  
傍 示日浦  

 
田村商店横 
古請資材置場 
六十ブ橋 
会堂前 
下岡宅横 
役場支所裏 
会堂前 
針木宅前三つ角 
橋詰宅前四つ角 
梅平宅下バス回転場 
坂野宅下カーブ 
青黄宅前 
谷宅下 
田中宅横 

巡　　回　　場　　所 

４
月
６
日（
月
） 
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振り込め詐欺には阿波弁で対応を！ 
　息子を名乗り、示談金名目で金銭を要求し、郵便局のエスパックなどでお金を送らせたり、公的機関の職
員を名乗り、ATM機を操作させて、お金を振り込ませる詐欺が多発しています。本年も、2月 8日現在で、
12件 481万円余りの被害が発生しています。 

◎阿波弁で話してみよう！　本当の息子なら、阿波弁で話せるはず。 
◎一旦　電話を切る！　　　本人に連絡を取り、電話をかけたか確認。 
◎すぐに払わない！　　　　まず相談。 

怪しいと思った請求には、お金を振り込まない。 
不審に思えば、警察本部の警察安全相談　電話番号　＃9110　または、最寄りの警察署に電話しましょう。 

自衛隊幹部候補生募集 
「守・護・人として公に尽くす！」 

☆入隊後、約1年で 3等陸・海・空尉へ昇任し、幹部自衛官として陸上、海上、航空各部隊のリーダーとな
るコースです。 

■教 育 課 程　　基本（幹部候補生課程）教育（陸上6週～42週）（海上6週～1年）（航空6週～1年） 

■昇　　　　任　　入隊時、陸・海・空曹長に任命、1年後、3等陸・海・空尉に昇任 

■身分及び処遇　　・身分は特別職国家公務員 
　　　　　　　　　・初任給　　　幹部候補生　　　　大　　卒　214 , 9 0 0円（平成21年 4月現在） 
　　　　　　　　　　　　　　　　大卒（医科・歯科）・大学院卒　232 , 0 0 0円 

■入　 校 　先　　陸上：幹部候補生学校（久留米）福岡県 
　　　　　　　　　海上：幹部候補生学校（江田島）広島県 
　　　　　　　　　航空：幹部候補生学校（奈　良）奈良県 

■受験資格等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊この案内は、平成21年度自衛官等募集案内を要約したものです。 

お問い合わせ先：自衛隊阿南地域事務所（阿南市富岡町内町164） 
ＴＥＬ 0884－22－6981

これで撃退！　振り込め詐欺 
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定額給付金の申請を受け付けています。 

定
額
給
付
金
と
は 

【
目
　
的
】　
住
民
へ
の
生
活
支
援
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
、
あ
わ
せ
て
、
住
民
に
広
く
給
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
対
策
に
資
す
る

目
的
で
す
。 

【
支
給
対
象
者
】　
原
則
、
平
成
二
十
一
年
二
月

一
日
現
在
で
上
勝
町
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
者
、
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
者 

【
給
付
額
】　
給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
万
二

千
円
。
た
だ
し
、
昭
和
十
九
年
二
月
二
日
以
前
に

出
生
し
た
者
及
び
平
成
二
年
二
月
二
日
以
降
に

出
生
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
給
付
対
象
者
一
人

に
つ
き
二
万
円
と
す
る
。 

【
申
請
の
手
続
き
】　
該
当
世
帯
の
世
帯
主
に
、

申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。 

　
申
請
書
の
記
入
方
法
等
は
、
申
請
書
と
と
も

に
同
封
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
確
認
の
上
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
留
意
事
項
も
同
封
し
て
お
り
ま
す
。 

　
申
請
期
限
は
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
で
す
。 

　
忘
れ
ず
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

辞
退
と
み
な
し
ま
す
。 

【
申
請
時
に
添
付
す
る
書
類
に
つ
い
て
】 

①
申
請
者（
代
理
人
）が
本
人
で
あ
る
と
確
認
で

き
る
書
類
と
し
て
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

健
康
保
険
証
等
の
写
し 

②
振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
、
口
座
番
号
、
口
座

名
義
人（
カ
ナ
）の
確
認
の
た
め
の
通
帳
等
の

写
し 

（
注
）
通
帳
等
の
写
し
の
添
付
が
不
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
送
付
し
ま
し
た
留
意
事
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
提
出
先
】 

役
場
住
民
課
及
び
支
所 

郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。 

 

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た
「
振
り

込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
問
い
合
わ
せ
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

　
町
の
職
員
や
総
務
省
の
職
員
が「
定
額
給
付
金
」

の
受
け
取
り
の
た
め
に「
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）の
操
作
」や「
手

数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
現
時
点
で
「
個
人
情
報
の
聞
き
取
り
」

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
ん
な
事
例
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
事
例
一
】　
町
職
員
と
名
乗
り
「
定
額
給
付
金

に
必
要
な
の
で
、
家
族
構
成
や
個
人
名
、
口
座
番

号
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。」
と
し
て
、
個
人
情

報
を
求
め
る
も
の 

【
事
例
二
】　
町
職
員
と
名
乗
り
「
定
額
給
付
金

に
関
す
る
通
知
を
送
っ
た
が
届
い
て
い
る
か
、

届
い
て
い
な
け
れ
ば
連
絡
が
欲
し
い
。」
と
し
て
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
電
話
す
る
よ
う
求
め
る
も

の 

【
事
例
三
】　
町
職
員
と
名
乗
り
「
定
額
給
付
金

の
た
め
の
手
続
き
が
混
み
合
っ
て
い
る
の
で
、

通
帳
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
現
金
自
動
預
払
機
）
ま
で
行
き
電
話
を
し
て

欲
し
い
。」
と
し
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と

す
る
も
の 

【
事
例
四
】　
か
か
っ
て
き
た
電
話
を
取
る
と
、「
定

額
給
付
金
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
等
と
い
い
、

ダ
イ
ヤ
ル
操
作
を
促
す
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス（
テ
ー

プ
）が
流
れ
る
と
い
う
も
の 

 
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
町
職
員
や
総
務
省
職

員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
郵
便
物
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
町
役
場

や
最
寄
り
の
警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
住
民
課 

電
　
　
話
　
〇
八
八
五
ー
四
六
ー
〇
一
一
一 

Ｉ
Ｐ
電
話
　
〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
八
〇
七
一 

【
訂
正
と
お
詫
び
】　
申
請
書
と
と
も
に
送
付
い

た
し
ま
し
た
留
意
事
項
文
書
中
、
上
勝
町
住
民

課
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

（
正
） 

上
勝
町
住
民
課 

電
話
　
〇
八
八
五
ー
四
六
ー
〇
一
一
一 

奨学資金をお貸しします！ 

　高校・大学・専門学校に進学される方に奨学資
金をお貸しします。 
 
■貸付対象者 
　上勝町に居住し、高等学校または、これと同程
度の学校及び4年制大学、短期大学、高等専門学校
及び修業年限が2年以上の専修学校に進学した者。 
■貸付条件 
①経済的理由により修学が困難と認められる者、
その他特別の事情がある者。 
②本町に過去3年以上住所を有し引き続き居住して
いる者。 
③学業成績が極めて優秀である者。 
④学習意欲が旺盛な者。 

■貸付額 
　高校生　月額2万円 
　大学生　月額3万円 
■貸付期限 
　在籍する学校の最短修業年限。 
■返　　還 
　卒業後、１年を据え置き、貸し付けした年数で
償還していただきます。利子は無利子です。 
■申込期間 
　4月1日（水）から4月30日（木）まで。 
 
　県の奨学金制度もございます。詳しくは町教育
委員会までお問い合わせください。 

15

子育て応援特別手当の申請を受け付けています。 

　子
育
て
応
援
特
別
手
当
と
は 

 【
目
　
的
】 

　「
生
活
対
策
」の
一
環
で
す
。 

　
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
負

担
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
平
成

二
十
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
、

幼
児
教
育
期
の
第
二
子
以
降
の
子

ど
も
一
人
あ
た
り
三
万
六
千
円
を

支
給
し
ま
す
。 

 【
対
象
と
な
る
子
ど
も
】 

　
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
現
在

で
上
勝
町
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
住
民
で
あ
っ
て
、
平

成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
七

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
が

二
人
以
上
お
り
、
か
つ
、
平
成
十

四
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
七
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
で
、

第
二
子
以
降
の
子
ど
も
が
対
象
と

な
り
ま
す
。 

 【
申
請
の
手
続
き
】 

　
該
当
世
帯
の
世
帯
主
に
、
申
請

書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。 

　
申
請
書
の
記
入
方
法
等
は
、
申

請
書
と
と
も
に
同
封
し
て
い
ま
す
。 

ご
確
認
の
上
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
留
意
事
項
も
同
封
し
て

お
り
ま
す
。 

　
申
請
期
限
は
平
成
二
十
一
年
十

月
一
日
で
す
。 

　
忘
れ
ず
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

　
申
請
期
限
間
ま
で
に
申
請
が
な

か
っ
た
場
合
は
、
辞
退
と
み
な
し

ま
す
。 

 【
申
請
時
に
添
付
す
る
書
類
に
つ
い
て
】 

①
申
請
者（
代
理
人
）が
本
人
で
あ

る
と
確
認
で
き
る
書
類
と
し
て

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

健
康
保
険
証
等
の
写
し 

②
振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
、
口

座
番
号
、
口
座
名
義
人（
カ
ナ
）

の
確
認
の
た
め
の
通
帳
等
の
写
し 

（
注
）通
帳
等
の
写
し
の
添
付
が
不

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
送
付
し
ま
し
た

留
意
事
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 【
提
出
先
】 

役
場
住
民
課
及
び
支
所 

郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
住
民
課 

電
　
　
話 

〇
八
八
五
│
四
六
│
〇
一
一
一 

Ｉ
Ｐ
電
話 

〇
五
〇
│
三
四
三
八
│
八
〇
七
一 

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
Ａ
さ
ん
、Ｂ
さ
ん
の
場
合
） 

Aさん 1人目 2人目 3人目 4人目 

世帯主 

生年月日が 
平成17年4月 
2日以後の 
子ども 

生年月日が平成2年4月2日から 
　平成17年4月1日までの子ども 

生年月日が平成14年4月2日から 
　平成17年4月1日までの子ども 

世帯にいる子ども 

手当の対象となる子ども 

Aさんへの子育て 
応援特別手当 

3.6万円×2人＝ 

7.2万円 

Aさん 
世帯 

Bさん 1人目 2人目 3人目 

世帯主 

生年月日が 
平成17年4月 
2日以後の 
子ども 

生年月日が平成2年4月2日から 
　平成17年4月1日までの子ども 

生年月日が平成14年4月2日から 
　平成17年4月1日までの子ども 

世帯にいる子ども 

手当の対象となる子ども 

Aさんへの子育て 
応援特別手当 

3.6万円×1人＝ 

3.6万円 

Bさん 
世帯 

子育て応援特別手当の支給事例 
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学生の皆さん！ 
「学生納付特例制度」をご存知ですか？ 

　国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。 

　しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が一定額以下の場合、保険料

の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。 

 
　対象となる学生 
　大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校（知事の認可を受けている学校で

修業年限が１年以上である課程）に在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年の所得が118万円以下であ

るとき。 

　手続き 

　在学証明または学生証の写し、年金手帳、印鑑をお持ちになり、住民登録をしている町役場国民年金担当

窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。） 

　承認を受けた期間 

　学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎年金または遺族基礎年

金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に算入されますが、

老齢基礎年金の年金額には反映されません。 

　保険料の追納制度 

　承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなります。この

ため、これらの期間は10年以内であれば、あとから保険料を納付することができる「追納制度」があります。

なお、保険料の免除若しくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に保険料を追納する

場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ政令で定める額が加算されます。 

特別障害給付金の請求はお済みですか？ 
　国民年金に任意加入していなかったことにより障害年金を受給していない障害者の方について、福祉的措

置として「特別障害給付金」が支給されます。この給付金は請求書を受付した月の翌月分からの支給となりま

すので、請求手続きがお済みでない方は、お早めに請求書を提出してください。 

 

また、特別障害給付金の対象者は 

■平成3年3月以前の国民年金任意対象であった学生 

■昭和61年3月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金や共済組合等に加入していた方の配偶者 

であって、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の1・2級相当の障害の状態

にある方。ただし、65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当する方に限られます。 
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今 月 の 納 税 

農　業　簿　記 

今 月 の 納 税 

後期高齢者医療保険料 　８期分 

納期限　平成21年４月30日 

心配ごと相談  心配ごと相談  

４月23日(木)　13時～16時30分 

　高 鉾 公 民 館 
　家庭内、近隣との悩みごとなどお気軽に
ご相談ください。 

４月21日(火)　19時～21時 

　コミュニティセンター 

農　業　簿　記 農　業　簿　記 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の収集 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の収集 

毎週日曜日　７時30分～14時 

日比ヶ谷ゴミステーション 

　廃タイヤ・廃バッテリー 
　…１㎏まで毎に100円 
　家電製品……有料 

 

軽 自 動 車 税 　全期分 

督促状の出るもの 

　納期限は３月31日でしたが、まだ未納の
方が見受けられます。未納者には、４月20
日に督促状を送付します。 
　早急に納めてください。 

悠林舎障害者更生施設シーズ 

�0884ー24ー3366

障害者生活支援相談障害者生活支援相談 障害者生活支援相談 

　上記にて障害者の方の支援、相談を受付て
います。障害者手帳の取得、補装具、住宅改
修、居宅サービス等どんなことでもお手伝い
いたしますので、お電話お待ちしています。 

合併処理浄化槽の補助を 
お考えの皆様へ 

　平成21年度の合併処理浄化槽の補助が4月より始まります。 
　申請については、予算の範囲内で、10月末までの申請となってお
ります。なお、11月以降に関しましては、翌年度の補助となります
ので、ご注意ください。 

問い合わせ先　役場住民課 

ねんきん特別便へのご回答は 
お済でしょうか？ 

■お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身のお勤め
先などの欄に記載もれがないか、また、資格取得年月日・資格喪
失年月日の誤りがないかなどを十分にご確認の上、必ずご回答を
お願いいたします。 

■お手元に届いていない場合は、ご質問・お問い合わせについては、
『ねんきん特別便専用ダイヤル』（０５７０－０５８－５５５）または、
お近くの社会保険事務所まで、お問い合わせください。 

固定資産税縦覧帳簿の縦覧 

　納税者の方が縦覧帳簿により土地や家屋の評価額を比較し、自らの
土地や家屋の評価額の適正さを判断していただくために行うものです。 

■縦覧期間 
　4月1日（水）～6月1日（月） 
　（土日祝日は除く） 

■縦覧時間 
　8時30分～17時 

■縦覧できる人 
　固定資産税の納税者又はその代理人（委任状が必要） 

■閲覧に必要な書類 
　本人確認ができる書類（納税通知書、課税明細書、運転免許証など） 

■閲覧場所 
　役場税務課 
　なお、従来の固定資産税課税台帳の閲覧も行います。 

～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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上勝町ふるさと創生夢基金  

　香酸柑橘生産振興事業 
 
　香酸柑橘生産振興事業の受付を行いますので、
要望される方は、平成21年5月15日までにＪＡ
東とくしま上勝支所に申込ください。 
 
　対　象 
①新植・改植・補植のため町奨励品種の香酸柑橘
苗木を購入する場合。 
町奨励品種については、すだち（本田系、徳島
１号、その他）、ゆず（木頭７号、山根、その他）、
ゆこうとする。 
その他については、町が奨励品種と認めるもの
とする。 
②国・県等補助事業の採択に満たない場合であっ
て、20本以上の植え付けを実施する者。 
③認定農業者及びその他農業者 
 
　助成費 
①認定農業者 
　苗木購入費の80％以内 
②その他農業者 
　苗木購入費の50％以内 
 
　条　件 
①事業実施前、香酸柑橘生産振興事業概要書を 
　ＪＡ東とくしま上勝支所に提出すること。 
②平成21年９月30日までに植え付け完了するこ
と。 
③事業完了後、香酸柑橘生産振興事業完了書に必
要資料を添付し、ＪＡ東とくしま上勝支所に提
出すること。 
　（添付資料　納品写真、植え付け完了写真、領収書） 
 
事業内容問い合わせ先　役場産業課 
申込先　ＪＡ東とくしま上勝支所 
 
 
　彩農業等育成事業 
 
　彩苗木購入補助の受付を行いますので、要望さ
れる方は、平成21年5月15日までにＪＡ東とくし
ま上勝支所に申込ください。 
 
　対　象 
①新植・改植・補植のため多年生の彩苗木等（表1）
を導入する場合。 

品種については、ＪＡ東とくしま上勝支所また
は（株）いろどりと協議のこと。 
②個人が彩の販売を目的として購入した苗木等で、
苗木等購入費が20,000円以上の場合。 
　※単年ごとの花などは対象外。 
 
　助成費 
①認定農業者 
　苗木購入費の80％以内 
②その他農業者 
　苗木購入費の50％以内 
 
　条　件 
①同じ品目への助成は、年度中に一度とする。 
②上勝町内の農地等で事業を行う場合に限る。 
③原則としてＪＡ東とくしま上勝支所購買課を通
して実施すること。 
④事業実施前、彩農業等育成事業概要書をＪＡ東
とくしま上勝支所に提出すること。 
⑤平成21年９月30日までに植え付け完了すること。 
⑥事業完了後、彩農業等育成事業完了書に必要資
料を添付し、ＪＡ東とくしま上勝支所に提出す
ること。 
　（添付資料　納品写真、植え付け完了写真、領収書） 
 
事業内容問い合わせ先　役場産業課 
申込先　ＪＡ東とくしま上勝支所 
 

備　　考 
 
 
 
 
葉を出荷目的と
する品種 
花を出荷目的と
する品種 
葉を出荷目的と
する品種 
 
 
赤色は除外 

葉及び軸を出荷
 

 
花を出荷目的柚
苗木 

事業対象品種等 
姫南天 
いろはもみじ・おおもみじ 
血汐・のむら 
やつがしら 

富有・次郎　等紅葉専門品種
 

 

小梅・鶯宿・南高　等
 

 

銀寄　等
 

 
染井吉野・敬翁桜・カイドウさ
くら・八重さくら　等 
花がピンク系の品種のみ 

はす芋
 

 

商品名等 
な ん て ん  
青 も み じ  
赤 も み じ  
ふきのとう 

柿
 

 

う め
 

 

く り  
 
さ く ら

 
 
も も  
は す 葉  
は す 軸  

花 ゆ ず
 

 

上記以外のその他の品種は町、ＪＡ東とくしま上勝支所に相談ください。 

（表１） 
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定

弘

 

   

社

長

 

川

柳

  

イ
ヤ
リ
ン
グ
す
る
り
と
夜
を
泳
ぎ
き
る 

老
人
と
い
わ
れ
た
く
な
い
背
を
伸
ば
す 

カ
ル
チ
ャ
ー
で
と
き
め
き
も
ら
う
定
年
後 

 

始
業
式
双
児
可
愛
い
い
ラ
ン
ド
セ
ル
　 

母
の
字
で
母
の
匂
い
の
す
る
ハ
ガ
キ 

都
会
の
子
芋
掘
る
手
に
も
豆
が
出
来 

  

恵
美
子 

節

子

 

三

都

 

初

枝

 

志
津
子 

た
み
江 

民

江

 

あ
や
子 

徹

夫

 

美
恵
子 

米

子

 

定

弘

 

短

歌

  

鶯
の
初
音
き
き
た
る
雨
上
り
か
け
来
る
春
へ
耳
澄
し
お
り 

前
山
の
杉
の
木
立
に
東
風
受
け
て
山
火
事
思
わ
す
花
粉
の
い
き
お
い 

農
一
す
じ
一
日
の
晴
れ
間
に
畑
仕
事
終
え
て
安
ら
ぎ
花
の
春
待
つ 

北
国
に
杏
の
里
が
あ
る
と
言
う
今
う
す
紅
の
花
咲
く
な
ら
む 

追
憶
は
ホ
ロ
ホ
ロ
苦
し
蕗
の
薹
煮
つ
め
て
亡
母
の
春
蘇
る 

長
雨
の
晴
れ
て
今
宵
は
十
日
月
春
い
ろ
優
し
暈
か
か
り
お
り 

来
客
と
記
念
の
写
真
賑
や
か
に
庭
の
植
木
も
仲
間
入
り
し
て 

日
脚
の
び
桃
の
莟
も
ふ
く
ら
み
て
友
の
退
院
待
ち
佗
び
て
お
り 

陽
を
受
け
て
微
笑
む
か
げ
に
雪
割
草
強
い
名
に
負
け
ぬ
健
気
さ
は
よ
し 

空
澄
み
て
パ
コ
ダ
の
す
そ
の
椰
子
の
下
鳩
群
が
り
て
日
向
ぼ
っ
こ
す 

枯
れ
草
に
ね
こ
ろ
び
見
上
ぐ
早
春
の
流
る
る
雲
よ
り
早
き
歳
月 

浴
槽
に
湯
を
少
し
づ
つ
溢
れ
さ
せ
明
日
定
年
の
わ
が
身
を
癒
す 

俳

句

  

善

男

 

や
す
子 

ヤ
ス
ヱ 

美
代
子 

米

子

 

年

明

 

季

美

 

弘

子

 

恵
美
子 

千

恵

 

玉

江

 

定

弘

 

  

春
一
番
名
付
け
し
人
は
魚
夫
と
知
り 

恋
文
に
そ
え
て
贈
ら
る
シ
ク
ラ
メ
ン 

野
良
仕
事
気
の
向
く
ま
ま
や
日
脚
伸
ぶ 

狭
庭
に
も
木
々
の
移
ろ
い
春
の
色 

近
よ
り
て
嗅
ぐ
二
分
咲
き
の
梅
白
し 

病
室
に
別
れ
の
許
可
や
お
水
取
り 

山
帰
り
暗
き
厨
の
暮
春
か
な 

離
れ
住
み
た
だ
祈
る
の
み
大
試
験 

木
の
芽
時
曽
孫
誕
生
至
福
な
り 

呼
ぶ
声
も
吹
き
散
る
里
の
春
一
番 

ほ
ろ
苦
さ
こ
そ
の
嬉
し
き
蕗
の
薹 

葬
送
の
後
尾
を
妻
と
春
時
雨 

た
う 

町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

し 

ぎ
ょ
う 

し
き 

は
は 

じ 

か
い 

と 

こ 

い
も 

ほ 

て  

ま
め 

き 

で 

は
は 

に
お 

ふ
た 

ご 

か 

わ 

ひ
と 

び 

と
う 

か
さ 

詩

鳥
獣
害
集
団
進
入
に 

　
田
畑
守
る
人
智
動
員 

自
衛
す
る
過
疎
の
町 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
　
一 

 



（敬称略） 

阿部　恒雄　84歳（正木） 
谷　　達男　60歳（生実） 

つつしんで 
ご冥福をお祈りします 

こんにちは赤ちゃん 
栗林　義幸 
　　　貴恵 ｝　　洋希（ 旭 ） 

ひろ き 
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グ
リ
ー
ン
情
報
　
か
み
か
つ
発
信
 
4

平
成
2
1
年
４
月
１
日
発
行
(毎
月
１
回
発
行
)N
o
.4
5
7

   印
刷
・（
有
）森
本
印
刷
 

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

戸籍の窓口 
平成21．３．１現在 

前月比 

正　木　616人(△４) 

傍　示　359人(　０) 

福　原　272人(　０) 

生　実　355人(　０) 

　旭　　395人(　０)

254戸(△１) 

147戸(　０) 

121戸(　０) 

153戸(　０) 

176戸(△１)

平成21年　2月の視察来町者数 

35件 304名 

人　口　　　　1,997人 (△４) 

　男　　　　　   937人 (△２) 

　女　　　　　1,060人 (△２) 

世帯数　　　　　851戸 (△２) 

高齢化率　　　49.62％ 

緑のふるさと協力隊の 
受入先受入先を募集募集します！ 
緑のふるさと協力隊の 
受入先を募集します！ 

　今年度の第16期緑のふるさと協力隊員として、女性2名
の派遣が決定しました。 
　隊員の活動受入先を募集しています。 

�協力隊は「田舎くらし」の体験をさせて頂き、新しい視野・
感性で地域の活性化を図る事を目的としていますので、受
入の方は一緒に作業して下さいますよう、ご配慮ください。 

�受入については、派遣１回につき3千円（短時間でも同額）
の協力費をお願いしております。（これは、協力隊の活動費
の一部に充てさせて頂きます。） 

�活動については、4月15日頃からを予定しております。 

■お申し込み、お問い合せは役場産業課まで 
　IP050－3438－8071

ありがとうございました 

（敬称略） 彩保育園 

上勝幼稚園 
品　　名 

お 菓 子  

お 菓 子  

折 紙   

住 所  

正 木  

福 原  

福 原  

氏　　名 

峠 　 俊 彦  

木 川 晴 美  

井　岡　五十恵 

夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表 平日　18時～翌朝9時 
休日　19時～翌朝9時 

救急病院名 

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

救急病院名 

勝 浦 病 院  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

勝 浦 病 院  

上 勝 町 診 療 所  

 

日　　時 

４月３日（金） 

４月５日（日） 

４月７日（火） 

４月９日（木） 

４月11日（土） 

４月13日（月） 

４月15日（水） 

４月17日（金） 

日　　時 

４月19日（日） 

４月21日（火） 

４月23日（木） 

４月25日（土） 

４月27日（月） 

４月29日（水） 

５月１日（金） 

上勝町診療所　�44－5010　　勝 浦 病 院　�42－2555

品　　名 

お も ち ゃ   

お 菓 子   

お 菓 子   

桃 の 花   

お 菓 子   

お 菓 子   

布  

野菜、でんぷん  

住 所  

正 木  

傍 示  

福 原  

傍 示  

福 原  

小松島市 

正 木  

生 実  

氏　　名 

石 木 直 美  

山 西 智 子  

谷 岡 　 愛  

星 場 次 郎  

木 川 晴 美  

滝 山 　 実  

新 開 愛 子  

金 児 希 美  

　
今
年
か
ら
、
ル
ー
ル
を
変
更
し
、

変
則
六
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
な
り
ま
す
。 

　
お
誘
い
あ
わ
せ
、
多
数
の
出
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　 ■
日
　
時 

　
四
月
二
十
九
日（
水
・
祝
） 

■
場
　
　
所 

　
上
勝
中
学
校
体
育
館 

 

■
受
　
　
付
　
八
時
三
〇
分
〜 

■
開
会
式
　
九
時 

■
試
合
開
始
　
九
時
三
〇
分 

 
■
要
　
　
項 

　
六
人
制
。
コ
ー
ト
の
中
に
選
手
と

し
て
常
時
、
女
性
二
人
、
上
勝
町
民

二
人
が
出
場
し
て
い
る
こ
と
。 

　
ル
ー
ル
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

■
参
加
費
　
一
チ
ー
ム
二
千
円 

■
申
込
締
切
　
四
月
十
五
日（
水
） 

 

青
年
会
会
員
も
随
時
募
集
中
！  

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や
夏
祭
り
な
ど

楽
し
い
こ
と
が
盛
り
た
く
さ
ん
！
一
緒

に
上
勝
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？ 

 

■
お
申
し
込
み
先 

　
お
よ
び
お
問
合
わ
せ
先 

上
勝
町
役
場
内
　
上
勝
町
青
年
会

青
木
、
横
田
ま
で 

�
四
六
│
〇
一
一
一 

�
四
六
│
〇
三
二
三 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

開
催
し
ま
す 

2009 
美馬杯 
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